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大淀町供給単価の試算結果（Ｒ６年７月）
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令和６年８月８日
大淀町議会全員協議会　資料

参考資料３

収益的収支 期間中の黒字を確保

資金期末残高 期間中、給水収益相当を確保

企業債 期間中、給水収益の３倍以内になるよう発行制限

 投資財源

試算条件（R7～R36(30年間)）

 その他の項目
各構成団体が積算した値を基に、他律的要素（給水人口、物価、
人件費、企業債借入利率等）等を反映

 財政健全性確保
 のための基本設定

各構成団体が整備実績や計画を勘案の上今後の老朽化対策等に
必要と見込んだ額の計に、一体化後の新たな投資の増減を反映

 建設改良費（投資）

国交付金・県財政支援を活用（R7～R16（10年間））

供給単価（円/ｍ3） R7～R11 R12～R16 R17～R21 R22～R26 R27～R31 R32～R36

企業団（大淀町以外） 189 204 218 238 259 288
企業団（大淀町セグメント） 151 179 214 226 242 260
大淀町（単独） 161 182 211 241 266 292



将来にわたり、安心・安全・安価な水道を維持するため、水道の広域化について協議しています。

人口減少などにより、料金収入が

大幅に減少

給水収益の将来見通し
（今の料金で推移した場合）

3.2億円
1.9億円

約30年後

1.2億円 2.9億円

約30年後

水道事業を支える人材が不足

職員減少による人材不足

16人
8人

ピーク時に比べて半分

更新費用の将来の見通し

水道職員は、熟練職員

の退職等によりこのま

までは技術の継承が懸

念され、サービスの低

下を招くおそれがあり

ます。

整備した年代を考

えると、施設の更

新が今後本格化す

るため、多額の費

用が必要となりま

す。

施設の老朽化などにより、更

新に多額の費用が必要
水道事業は、

原則、水道料金で

運営しており、料

金収入の減少は経

営に大きく影響し

ます。

課題
３

課題
２

課題
１

セグメント会計のルールにより、施設の更

新・整備に対して国や県の支援を受ける
ことで費用を削減するなどの効果が見込
めることから、最大で30年の間、料金
を低く抑えることが期待できます。

令和2年度 令和36年度

令和2年度 令和36年度 平成16年度 令和3年度

広域化の効果

水道料金の見通し
セグメント会計の料金

統合後の供給単価（統一）

セグメント会計による供給単価（R７年度～R３６年度）

単独経営の供給単価

･･･セグメント会計による料金効果

（円）

R３年度供給単価（決算）：125円

参 考

・人的支援として市町村域を越えた人員・ノウハウの有効活用が可能 等

・施設の更新や整備に国や県の支援を受けられ、耐震化・強じん化等が進む

・災害時や不慮の事故による断水を未然に防ぐための対応を強化

・大淀町は広域化後も、一定期間（最大30年間）別料金の設定により安い料金
で使用できる（セグメント会計）

（ 当初の１０年間）

※R５年２月試算

水道の広域化
について
くわしい内容は
こちらから

【お問合せ先】
  大淀町上下水道部
 （電話）0747-52-0137

水道広域化（県域水道一体化）についてのお知らせ　　　　　　　　　大淀町上下水道部R5年4月号　
広報おおよど折込資料


